
バックエンド関連の技術開発

当社では放射性廃棄物の埋設処分施設建設のための
技術開発を行っています。現場で培った土質工学分
野や施工技術に関する知見を活かしています。

放射性廃棄物の処分施設に使用される粘土材料（ベント
ナイト）の特性データを取得するとともに、施工方法や
施工後の品質確認に関する検討を行っています。

自然界のコンクリーションにより生成される炭酸カ
ルシウムは緻密で長期耐久性を有することから、こ
れを人工的に発生させて、コンクリートのひび割れ
を自己治癒する技術や岩盤の亀裂を充填する技術を
研究開発しています。

孔内載荷試験器にジャイロセンサーを搭載し、異方性
を指標として坑道周辺のEDZを評価するシステムを、
川崎地質㈱と共同開発しました。地下水流動解析では、
長期的な地下水の流動や水位変化を予測・評価し、地
下構造物の設計や長期安全性の検討に活用しています。

地下水流動解析モデル例

①土質系部材
→ベントナイト混合土

②セメント系部材
→コンクリーション

③天然バリア
→岩盤の力学特性
地下水流動解析

透水試験装置 膨潤圧試験装置

吹付ベントナイトの
施工試験

壁際振動転圧の
施工試験

孔内載荷試験機器一式（川崎地質㈱提供）

孔内載荷試験システム

モデルから計算した全水頭差の例
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「第2回廃炉等に伴う放射性廃棄物の規制に関する検討チーム
会合（平成27年2月12日）資料2-18」を一部編集
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の自己治癒

コンクリーションによる物性の改善
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